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ぎ
、
約
八
か
月
ぶ
り
に
沖
浦
に
帰
っ
て

き
ま
し
た
。

修
理
は
、
傷
み
が
目
立
っ
て
い
た
台

座
と
舟
形
光
背
を
中
心
に
、
尊

〆
像
の
頭
部
や
足
な
ど
も
念
入
り

F
Vぜ
な

η

延
命
手
術
向
が
施
さ
れ
、

司
な
か
で
も
、
蓮
華
座
と
呼
ば
れ

{
る
豪
華
な
造
り
の
台
座
は
と
く

μ

に
傷
み
が
ひ
ど
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
慎
重
に
解
体
し
て
約
二
十

J
の
合
成
樹
脂
や
ウ
ル
シ
を
注
入
し
て

補
強
す
る
な
ど
、
大
が
か
り
な
保
存
修

理
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
積
年
の

ホ
コ
リ
も
落
と
さ
れ
て
さ
ら
に
優
美
な

喜重き

H

沖
浦
の
お
観
音

さ
ん
u

の
呼
び
名
で

あ
が
め
ら
れ
て
い
る

国
指
定
重
要
文
化
財
の
「
木
造
十
一
面

観
音
立
像
」
は
、
約
千
百
年
の
歴
史

を
経
て
近
年
、
像
の
傷
み
が
目
立
っ
て

き
た
こ
と
か
ら
、
昨
年
八
月
一
日
に
瑞

龍
寺
を
旅
立
っ
て
京
都
の
美
術
院
国
宝

修
理
所
で
延
命
修
理
を
受
け
て
い
ま
し

た
が
、
こ
れ
が
無
事
終
わ
り
、
桜
の
花

吹
雪
の
舞
う
四
月
十
三
日
午
前
九
時
過

姿
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
朝
、
境
内
に
は
壇
家
の
人
ら
百

人
余
り
が
出
迎
え
、
綿
布
団
や
サ
ラ
シ

で
全
身
を
く
る
ま
れ
た
お
観
音
さ
ん
は
、

参
道
の
急
坂
を
信
者
に
か
つ
が
れ
て
、

ひ
と
ま
ず
本
堂
へ
。
無
事
に
旅
支
度
を

と
か
れ
て
安
座
さ
れ
、
信
者
や
関
係
者

ら
を
安
心
さ
せ
ま
し
た
。

修
理
を
指
揮
し
た
小
野
寺
所
長
の
話

で
は
「
今
後
の
保
存
状
態
が
よ
け
れ
ば

百
年
や
二
百
年
は
大
丈
夫
」
と
い
う
こ

と
。
修
理
費
は
百
二
十
三
万
円
で
、
国
が

八
O
%
、
県
と
町
と
瑞
龍
寺
が
残
り
を

負
担
し
ま
す
。

旅支度をとかれて官能的な優美な姿を現わした十一面観音(瑞龍寺本堂で)
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j央審答富全J町議

一般26鰭円台に

昭和54年度の当初予算が次の通り決まりまし

た。(%は前年度当初予算との比較)

⑨一般会計=26億 610万 9千円 (14.5%増)

⑨国民健康保険特別会計一6億 6，811万 5千円

(7.7%増)

⑨国民健康保険直営診療所特別会計=451万 2

千円 (14.2%減) . 

⑧港湾施設特別会計一 1，337万 8千円(l.7%

減)

⑨水道事業会計二収益的収入予定額 5，217万 5

千円。収益的支出予定額 4，806万 8千円。資

本的収入予定額 1，320万円。資本的支出予定

額 2，254万9千円

⑨工業用水道事業会計=収益的収入予定額2，007

万 8千円。収益的支出予定額 1，809万 5千円。

資本的収入予定額なし。資本的支出予定額632

万3千円

⑨簡易水道事業特別会計=4，995万 4千円(54.7

%減)

⑨住宅新築資金等貸付事業特別会計一 4，259万

4千円 (39.3%増)

亡二当初予算三コ

昭
和
五
十
四
年
長
浜
町
議
会
第
一
回
定
例
会
が
、
三
月
十
五
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
の
八
日
間
の
会
期
で
聞
か
れ
、
二

宮
町
政
に
な
っ
て
は
初
め
て
の
当
初
予
算
が
可
決
さ
れ
て
、
五
十
四
年
度
の
長
浜
町
行
政
の
計
画
が
で
き
あ
が
っ
た
ほ
か
、

条
例
改
正
案
な
ど
も
原
案
通
り
可
決
、
陳
情
文
書
二
件
も
受
理
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
議
案
審
議
を
前
に
町
長
の
施
政
方
針
演
説
(
本
紙
前
月
号
で
紹
介
)
、
一
般
質
問
な
ど
が
行
わ
れ
、

は
五
人
が
十
七
件
の
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

当
初
予
算
の
使
い
み
ち
の
特
徴
、
一
般
質
問
、
可
決
さ
れ
た
こ
と
の
お
も
な
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

新
し
い
施
策
や
、
と
く
に
力
を

そ
そ
ぐ
施
策
、
前
年
度
当
初
予
算

に
比
べ
て
大
き
く
変
化
の
生
じ
た

も
の
、
予
算
金
額
は
小
さ
く
て
も

質
的
な
面
で
充
実
を
図
る
こ
と
に

し
て
い
る
も
の
ー
な
ど
を
「
特
徴
」

と
し
、
紹
介
し
ま
す
。

マ
一
般
会
計
の
目
的
別
費
目
総

額
の
(
)
内
の
%
は
、
同
予

算
の
総
額
に
占
め
る
同
費
目

予
算
の
割
合
。

マ
文
中
の

Mm
お
よ
び
倍
数
は
、

前
年
度
当
初
予
算
と
の
比
較
。

分
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
質
問
で

一
般
管
理
・
文
書

広
報
・
有
線
放
送
電

話
・
財
産
管
理
・
企

画
・
事
務
連
絡
・
生

活
行
政
推

進
・
徴
税

・
戸
籍
住

民
登
録
・

選
挙
な
ど

の
こ
と
に

使
う
お
金

の
こ
と

総務費

一
徹
一
一特一一
一な一一
一的一一

一
凡
又
=

一
品
掛
川
=

一金一一

引
き
続
く
低
経
済
成
長

期
に
あ
っ
て
景
気
浮
揚
の

た
め
の
公
共
事
業
の
推
進

に
重
点
を
置
い
た
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。

と
く
に
、
長
浜
小
学
校

建
設
事
業
費
の
計
上
の
影

響
は
犬
き
く
、
こ
の
た
め

に
一
般
行
政
の
経
常
経
費

は
極
力
節
減
、
重
点
的
、
効
率
的
な
配

意
識
調
査
費
な
ど

港
湾
を
整
僻
し
て
の
流
通
基
地
開
発

や
工
業
開
発
、
い
わ
ゆ
る
新
総
合
開
発

を
積
極
的
じ
推
進
レ
て
ゆ
ι

ノ
U

こ
と
に
し

て
お
り
、
そ
の
い
ろ
い
ろ
な
調
査
の
た

め
の
旅
費
や
負
担
金
に
、
合
わ
せ
て
三

百
万
円
を
計
上
、
基
本
的
方
向
付
け
を

緒
に
つ
け
て
ゆ
く
考
え
で
す
。

町
政
の
あ
ら
ゆ
る
面
に
住
民
意
識
を

吸
収
、
い
わ
ゆ
る
住
民
参
加
に
よ
る
真

に
豊
か
な
町
づ
く
り
を
さ
ら
に
推
進
し

て
ゆ
く
た
め
「
住
民
意
識
調
査
L

を
行

う
こ
と
に
し
て
お
り
、
そ
の
調
査
委
託

料
に
百
万
円
を
当
て
て
い
ま
す
。

集
会
所
建
設
は
と
り
あ
え
ず
二
か
所

分
を
計
上
。

「
納
税
報
償
金
L

と
い
う
名
称
を
「
町

税
徴
収
事
務
費
交
付
金
」
と
改
め
四
百

七
十
八
万
七
千
円
を
計
上
。

県
の
寄
贈
を
受
け
て
運
営
し
て
い
た

健
康
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
が
老
朽
し
た
た

め
、
県
か
ら
二
分
の
一
の
補
助
を
受
け

て
新
車
を
購
入
、
活
躍
さ
せ
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

現
在
の
有
線
電
話
番
号
簿
は
五
十
一

2億9，095万1千円(11.2%)
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亘園田圏直盟盟理由

年
七
月
に
発
行
し
た
も
の
で
、
そ
の
後

の
加
入
脱
退
異
動
も
い
ち
じ
る
し
い
う

え
、
破
汚
損
し
た
も
の
を
使
用
し
て
い

る
世
帯
も
多
い
こ
と
か
ら
、
新
し
い
番

号
簿
を
発
行
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
四

十
五
万
円
を
計
上
。

老
人
福

北

比

・

日
H
M

e費
問

調

mw耕
誕
生
一
一
t
H

号
、
4
4
4

活
保
護

h
A
V
J
z
z
・
市
山
〈
室
ロ

F
F
・
-
町

E
救
助
な

qi禽
ど

に

使う
わ
金

の
こ
と

今年産の特融田国

老

人

医

療

費

に

一
億
一
千
余
万
円

障
害
者
に
見
舞
金

心
身
障
害
者
に
新
し
く
見
舞
金
を
支

給
す
る
こ
と
に
な
り
、
と
り
あ
え
ず
二

百
十
万
円
を
当
て
て
い
ま
す
。
年
一
回

十
二
月
に
、
障
害
の
程
度
に
応
じ
て
最

低
三
千
円
か
ら
最
高
五
千
円
ま
で
を
支

給
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

老
人
医
療
費
は
長
期
療
養
患
者
の
増

加
な
ど
に
と
も
な
い
、
二

0
・
六
%
多

い
一
億
一
千
百
二
十
六
万
七
千
円
を
当

て
て
い
ま
す
。

重
度
心
身
障
害
者
の
医
療
費
は
、
百

十
五
人
分
の
一
千
百
八
十
六
万
六
千
円
。

老
人
ホ
l
ム
入
居
者
の
扶
助
費
は
、

四
・
三
%
多
い
一
千
六
百
四
十
五
万
五

千
円
。敬
老
会
の
報
償
費
は
、
一
公
民
館
当

り
額
を
五
千
円
増
額
し
て
三
万
円
に
改

め
、
ま
た
、
敬
老
の
日
記
念
品
代
は
一

唖咽阻盟国議会@予算の使いみち

五
年
ご
と
に
行
わ
れ
る
世
界
農
林
業

セ
ン
サ
ス
と
就
業
構
造
基
本
調
査
な
ど

を
行
う
年
度
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
そ

の
必
要
経
費
を
計
上
。

総
額
で
二
了
八
%
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。

人
当
り
額
を
二
百
円
増
額
し
二
千
二
百

円
に
改
め
、
そ
れ
ぞ
れ
必
要
額
を
計
上
。

児
童
手
当
は
、
町
県
民
税
の
所
得
割

が
か
か
っ
て
い
な
い
世
帯
へ
の
支
給
額

が
前
年
度
十
月
か
ら
六
千
円
と
な
っ
て

い
る
関
係
で
、

A
7
年
度
は
八
・
七
%
多

4億9，019万8千円(18.8%)

衛生費
こおに理汚防・生保
と金使な物止公全健
。のうど処・害般衛

健
康
づ
く
り
対

策
費
な
ど

水
賀
調
査
費
は
田
%
増

国
民
健
康
保
険
加
入
者
一
人
当
り
の

医
療
費
が
郡
下
で
ト
y
プ
、
県
下
で
八

番
目
に
多
い
と
い
う
現
状
を
見
て
も
分

か
る
こ
の
住
民
の
不
健
康
ぶ
り
を
解
消

し
て
ゆ
く
こ
と
に
と
く
に
予
算
を
有
効

的
に
使
う
こ
と
に
し
て
わ
り
、
健
康
守
つ

く
り
推
進
協
議
会
な
ど
も
発
足
、
そ
の

委
員
報
酬
費
と
し
て
二
十
四
万
円
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

肱
川
汚
染
防
止
の
た
め
の
水
質
調
査

は
、
今
年
度
か
ら
支
流
に
つ
い
て
も
行

い
徹
底
し
て
ゆ
く
と
と
も
に
、
上
水
道

に
対
す
る
影
響
調
査
も
定
期
的
に
行
う

い
二
千
九
百
九
十
万
四
千
円
を
当
て
て

い
ま
す
。

青
少
年
補
導
員
の
報
酬
額
を
日
当
で

二
百
円
引
き
上
げ
て
七
百
円
に
改
め
、

必
要
額
を
計
上
。

地
方
改
善
対
策
事
業
で
は
出
海
、
黒

田
の
大
屋
、
下
須
戒
の
新
造
替
地
地
区

の
下
水
排
水
路
を
改
良
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

一
連
の
地
方
改
善
対
策
事
業
が
ほ
ぼ

終
了
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
総
額
で

は
一
五
・
七
%
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

億6，124万6千円(6.2%

こ
と
に
し
て
お
り
、
調
査
委
託
料
に
五

oum多
い
百
一
万
二
千
円
を
計
上
。

ピ
ン
類
、
ヵ
ン
類
を
処
理
す
る
不
燃

物
処
理
施
設
を
始
動
さ
せ
る
た
め
、
そ

の
分
の
経
費
を
増
額
計
上
。

大
洲
・
喜
多
衛
生
事
務
組
合
へ
の
し

尿
処
理
負
担
金
に
は
、
二

0
・
一
%
多

い
一
千
三
百
六
十
三
万
七
千
円
を
。

施
設
設
備
事
業
の
減
少
な
ど
に
よ
り

総
額
で
は
二
了
五
%
少
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。制輸

農林水産業費

漁
港
、
落
葉
果
樹
、
国

土
調
査
な
ど
大
幅
増

漁
港
建
設
費
を
四
七
・
六
%
増
額
し 5億87万1千円(19.2%)

て
沖
浦
、
喜
多
灘
、
出
海
の
各
漁
港
整

備
に
当
て
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

喜
多
灘
漁
港
の
船
す
べ
り
を
補
修
す

る
ほ
か
船
台
施
設
を
設
置
、
出
海
漁
港

に
も
船
台
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

二
年
目
を
迎
え
た
国
土
調
査
は
、
目

標
面
積
を
大
幅
に
ふ
や
し
五
・
二
三
平

方
キ
ロ

μ(前
年
は
了
二

O
平
方
キ
ロ

日
)
を
予
定
し
て
い
る
た
め
、
約
二
・
五

倍
の
二
千
四
百
十
九
万
六
千
円
を
計
上
。

農
地
費
関
係
の
補
助
で
は
、
団
体
営

農
道
新
設
継
続
事
業
と
し
て
出
海
(
線
)

は
三
百
日
、
沖
浦
(
線
)
は
三
百
九
れ
延

長
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
、
そ
の
補
助

に
合
わ
せ
て
八
百
八
万
円
を
。
農
道
舗

装
補
助
は
常
水
大
峯
線
、
竿
着
浦
線
(
い

ず
れ
も
櫛
生
)
、
カ
ジ
ヤ
タ
ニ
線
(
上
老

松
)
、
板
屋
線
(
豊
茂
)
、
加
屋
沖
線
(
白

滝
)
、
萩
坂
線
、
石
堂
線
、
滝
山
線
(
い

ず
れ
も
戒
川
)
、
峯
大
越
線
(
柴
)
の
九

線
分
に
三
百
七
十
一
万
四
千
円
を
。

農
業
振
興
関
係
の
補
助
で
は
、
落
葉

果
樹
振
興
事
業
に
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
や

ブ
ド
ウ
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
し
て
お

り
、
前
年
度
の
八
万
円
を
は
る
か
に
上

回
る
九
十
九
万
六
千
円
を
。
畜
産
振
興

事
業
補
助
で
は
、
乳
質
改
善
と
乳
牛
損

害
防
止
の
た
め
の
施
設
充
実
費
と
し
て

十
一
万
五
千
円
を
。

林
業
振
興
関
係
の
補
助
で
は
、
激
増

す
る
松
く
い
虫
に
よ
る
被
害
あ
と
地
対

策
と
し
て
、
国
県
の
造
林
補
助
金
に
町

の
補
助
を
上
乗
せ
し
、
早
期
植
林
に
よ

っ
て
森
林
の
保
全
を
図
る
た
め
百
八
十

三
万
四
千
円
を
。
シ
イ
タ
ケ
ほ
た
場
環

境
整
備
事
業
に
は
、
昨
年
と
同
額
の
七

十
五
万
円
を
。

水
産
関
係
の
補
助
で
は
、
人
工
的
な

幼
稚
魚
の
生
産
、
保
護
育
成
を
図
る
た

め
の
調
査
を
行
う
経
費
に
二
十
万
円
を
。

治
山
治
水
事
業
は
、
下
須
戒
と
豊
茂

の
楠
木
地
区
の
危
険
か
所
を
行
う
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

作
業
林
道
出
石
寺
線
を
さ
ら
に
延
長

開
設
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

第
二
次
林
業
構
造
改
善
事
業
は
五
十

三
年
度
で
完
了
し
ま
し
た
が
、
林
道
や

そ
の
ほ
か
の
施
設
に
つ
い
て
強
い
要
望

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
五
十
五
年
度
か
ら

さ
ら
に
引
き
続
い
て
こ
の
事
業
が
行
え

る
よ
う
に
す
る
た
め
、
そ
の
調
査
費
二

十
万
円
を
計
上
。

魚
礁
設
置
は
前
年
度
並
み
を
当
て
て

い
ま
す
。

漁
港
建
設
費
の
増
額
な
ど
に
よ
り
、

総
額
で
二
五
%
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

戸
事

t
f費
持

，H
同
万
向

υは
山

町

・

観

光

VJd凶
竺
理
難
~
工
関
係
に

b
v
E里
使

う

お

i
d
組

制

商

金

の

こ

2，605万2千円(1.0%)

青
島
観
光
診
断
費

に
八
十
万
円

商
業
振
興
を
図
る
う
え
に
h

布
い
て
、

当
町
商
庖
街
の
庖
舗
は
外
装
、
陳
列
、

P
R
、
個
性
な
ど
の
点
で
乏
し
さ
が
見

ら
れ
る
た
め
、
三
か
年
計
画
で
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
消
費

の
増
大
に
結
び
つ
け
て
ゆ
く
考
え
で
あ

り
、
商
工
会
育
成
費
な
ど
の
補
助
は
経

常
的
経
費
と
し
て
は
他
の
費
目
よ
り
は

る
か
に
高
い
二
二
・
五
%
増
の
六
百
三
、

十
万
円
を
計
上
、
こ
の
う
ち
の
五
十
万

円
は
、
商
庖
の

P
R
を
か
ね
た
看
板
と

ベ
ン
チ
の
新
設
費
に
。
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青
島
が
観
光
地
と
し
て
適
す
る
か
ど

う
か
の
観
光
診
断
を
行
う
こ
と
に
し
て

お
り
、
そ
の
診
断
委
託
料
と
し
て
八
十

万
円
を
計
上
。

町
内
の
要
所
に
観
光
案
内
板
を
設
置

す
る
こ
と
に
し
て
お
り
、

A
7
年
度
は
約

二
十
か
所
に
設
置
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。白
滝
公
園
に
公
衆
便
所
を
二
か
所
設

備
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

総
額
で
一

0
・
八
%
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。絶品

土木費
こうな安道湾河
とおど全・・川道
金に施交下・路
の f吏設通水港

道
路
と
下
水
重
点
に

冨園田;a

道
路
と
下
水
環
境
の
整
備
に
重
点
を

置
い
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

過
疎
五
か
年
計
画
に
基
づ
き
、
各
町

道
の
改
良
と
舗
装
を
重
要
な
路
線
か
ら

行
う
こ
と
に
し
て
お
り
、
旧
長
浜
町
内

の
道
路
は
、
今
年
度
か
ら
継
続
事
業
で

舗
装
を
全
面
的
に
打
ち
替
え
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

道
路
橋
梁
維
持
費
で
は
、
舗
装
道
路

の
補
修
な
ど
維
持
管
理
を
徹
底
す
る
た

め
、
二
二
・
七
%
多
い
八
百
七
十
万
円

を
当
て
て
い
ま
す
。

長
浜
小
学
校
建
設
に
と
も
な
い
、
第

二
排
水
区
の
下
水
道
を
改
良
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

町
内
の
要
所
に
道
路
標
識
を
設
置
す

習量麗置竃墨田E

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

交
通
安
全
対
策
に
は
、
今
年
度
も
ガ

ー
ド
レ
ー
ル
や
カ
l
ブ
ミ
ラ
ー
な
ど
を

整
備
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

件
消
防
車
を
購
入

消防費

防
火
防

災
の
た
め

に
使
う
お

金
の
こ
と

2億8，018万2千円(10.7%)

消
防
自
動
車
一
台
を
購
入
す
る
こ
と

に
し
て
お
り
、
購
入
費
九
百
五
十
万
円

を
計
上
。
引
き
続
き
施
設
設
備
の
充
実
を
重
点

と
し
て
お
り
、
四
十
立
方
灯
級
の
防
火

水
そ
う
を
一
基
、
二
十
立
方
針
級
の
防

火
水
そ
う
を
二
基
設
置
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

総
額
で
一
三
・
五
Mm
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。

教育費

れ用な校健民族お般教育
まもど舎体館館金に育・学
す含の建育・・で使の社校
ま費設・保公水う全会教

4億1，301万6千円 (15.8%)

日
%
は
長
小
建
設
費

念
願
の
長
浜
小
学
校
校
舎
の
建
設
に

着
手
す
る
こ
と
に
な
り
、
当
費
目
に
大

き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま

小
浦
団
地
へ
の
公
営
住
宅
建
設
が
整

ぃ、

A
7
年
度
は
建
設
し
な
い
こ
と
な
ど

に
よ
り
、
総
額
で
六
・
七
%
少
な
く
な

っ
て
い
ま
す
。

7，705万7千円
(3.n%) 

た
、
同
校
用
地
に
当
て
る
二
百
五
十
平

方
灯
の
土
地
購
入
費
と
し
て
二
千
百
三
一

万
四
千
円
も
計
上
。

白
滝
小
学
校
に
運
動
場
照
明
施
設
を

設
置
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

豊
茂
小
学
校
と
白
滝
小
学
校
の
境
界

フ
ェ
ン
ス
を
改
修
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。各
小
学
校
に
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
台
を
新
設
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

県
か
ら
社
会
教
育
主
事
一
人
が
派
遣

さ
れ
る
の
で
、
各
種
社
会
教
育
学
級
、

体
育
、
ス
ポ
ー
ツ
を
積
極
的
に
進
め
ま

す。
公
民
館
活
動
で
は
、
と
く
に
か
温
か

い
和
づ
く
り
N

を
重
点
と
し
、
予
算
を

有
効
的
に
使
っ
て
ゆ
く
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。健
康
保
持
と
体
力
増
進
を
図
る
事
業

の
一
つ
と
し
て
、
県
博
物
館
協
会
の
協

力
を
得
て
「
薬
草
展
(
移
動
博
物
館
)
L

を
開
催
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

長
小
建
設
費
の
関
係
で
、
総
額
で
約

二
a

三
倍
に
な
っ
て
い
ま
す
。

災害復旧費
わるか災
金た所害
のめをを
こに復受
と使!日け
うすた

4，418万2千円
(1.7%) 

道
路
ロ
線
と

出

海

漁

港

一会計

の議入員長出

?こ一，



-5 

宮富盛霊霊宝園田園

昭
和
五
十
三
年
七
月
の
一
一
豪
雨
に
よ
り

被
佐
一
口
の
あ
っ
た
笠
氏
の
久
保
日

1
桜
線

は
か
十
一
線
の
道
路
を
復
旧
す
る
こ
と

に
し
て
い
る
ほ
か
、
同
年
冬
の
波
浪
に

よ
っ
て
決
壊
し
た
出
海
漁
港
の
防
法
屍

を
復
旧
「
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

前
年
度
は
災
害
が
極
め
て
少
な
か
っ

た
こ
と
に
よ
り
、
総
額
で
約
八
倍
に
な

っ
て
い
ま
す
。

一一一
でま
すず主主 A 且 r宅~ aa 
cが額竺当lLH::竺き
し;土換，~~，
ず四
れ・
も五
経%
常多こわにの会
的ぐと金使た逼同j
経な のうめ営議
費つ一一一一一一一ー
のど 5.093万l千円
噌い (2.0%) 

議会費

今年度の特徴

まかl. r--，..hミ
す総 fゴ日ご人前 ふ蝿'm¥
。額 .-IJ~:;" I.::'."r 年(~~、
で d耐'，:I I ~ ~ I a; ; : :: : Iと)/に¥'11.-
六 m~山山起星イも.品
九1 公債費宇労働費
% こ返 。とおめな件
多 と済借 金にどの労
ミ 金金 の使の改働

のの こうた善条
っ
て 2億6.659万3千円 10万円
い (10.2%) (0.0%) 

日「一ー一一議会・予葬の使いみち

あ

ら

か

一

)

じ
め
定
ま
一
円
の

っ
て
い
る
一
千

m

目
的
以
外
一
万
川

一
q
J

に
使
う
わ
一

U

金
の
こ
と
一

総
額
で
九
・
八
%
多
く
な
っ
て
い
ま

す。

撃要込

予備費

特
徴
の
大
き
い
会
計
だ
け
い
桁
介
。
他

は
頭
書
の
通
り
。

国民健康
保険

6億6，811万5千円

掛
国
保
で
負
担
す
る

七
割
分
の
医
療
費
、

い
わ
ゆ
る
療
養
給
付
費
は
、
薬
価
の
改

訂
や
老
人
医
療
費
の
増
大
を
見
込
み

六
・
一
%
多
い
五
億
五
千
七
百
六
卜
四

万
五
千
円
を
計
上
。

高
額
療
養
費
は
老
人
の
長
期
療
養
の

増
加
な
ど
に
よ
り
、
一
七
・
六
%
多
い

五
「
八
一
面
七
十
六
万
八
千
円
を
計
上
。

総
額
で
七
・
七
%
多
く
な
っ
て
い
ま

す。
J手

号水道事業
れ
百
五
卜う調え
万こ査る主主
円とやた状
ずに漏めな
っし水、渇
のて調予水
説む査備期
査りを水に
費、行 j原備

(頭警の通り)

を
計
上
、
水
源
の
確
保
に
努
め
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

沖
浦
と
下
須
戒
地
区
の
老
朽
し
て
い

る
配
水
管
を
新
し
い
も
の
に
取
り
替
え

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

簡易水道

乱
4，995方4千円

今
坊
の
時
間
な
地
医
に

欽
料
水
供
給
施
設
を
、

ま
た
、
戒
川
の
叶
松
地

灰
に
共
同
給
ぶ
施
設
を
つ
く
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

青
島
簡
易
水
道
に
急
速
ろ
過
器
、
原

水
タ
ン
ク
な
ど
が
必
要
な
た
め
、
そ
の

購
入
費
と
し
て
二
百
五
十
一
力
円
を
計
上
。

総
額
で
五
四
七
%
少
な
く
な
っ
て

い
ま
す
り

住宅新築資金
等貸付事業

一電t'>>"/J
"引加由一司

I 1'1 I i雪司閉 1 

4，259万4千円

相
当
数
の
貸
付
要

望
が
予
想
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
つ
一
九
・
三

%
多
く
な
っ
て
い
ま

す。

公
共
事
業
は
地
域
の
景
気
を

向
上
さ
せ
ま
す
。

間
内
年
度
事
業
に
も
ご
協
力
を
。

性賢んに見金援金A
J竜一

⑨人件費 6億8，341万円
(26.2%) 

奥島。晶画
田
川
市
川
倣
k

f
H
H
V
S
 

τん
円

円

総

1i
千
ど
算

1
1
は
な
予

に
M
M

額
②
は

構
隠
峰
什
情

F
h
v
 

n
f
b
 ①建誌事業費

8億9，6581]円
(34.4%) 

。縛

事も
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一
甲
山
中

41uJilhw-um-Wゃ‘
.6kq自
主
一
一

開
剛
醐
五
十
四
年
町
議
会
第
一
固
定
例
会
で
一
…
叫

邑

一

軍

基

は

小

川

儀

三

郎

氏

、

堤

正

和

氏

、

塚

木

一

一

一

軍

轟

弘

基

氏

、

二

宮

英

二

氏

、

西

宮

正

幸

氏

一

一

一

J

一

瞬

酌

劃

馳

が

質

問

を

行

い

ま

し

た

o

お
も
な
も
の

一

-

融

開

醸

の

内

容

は

次

の

通

り

。

一

一

一

に
適
用
で
き
る
か
ど
う
か
の
問
題
点
は

あ
る
が
、
地
方
公
務
員
の
資
格
試
験
に

パ
ス
し
て
い
る
人
を
採
用
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
能
力
の
あ
る
人
が
採
用
で
き
る

と
思
う
が
、
こ
の
よ
う
な
採
用
規
定
を

つ
く
っ
て
忠
実
に
守
っ
て
ゆ
く
考
え
は

あ
る
か
。
二
宮
町
長
:
・
県
の
よ
う
に
毎
年
度
決

ま
っ
て
採
用
で
き
る
状
態
で
あ
れ
ば
採

用
規
則
の
制
定
も
必
要
で
あ
る
が
、
そ

れ
が
で
き
な
い
市
町
村
で
は
、
そ
の
必

要
が
生
ビ
た
つ
ど
、
そ
の
時
点
で
採
用

事
項
に
適
合
し
た
募
集
要
項
を
つ
く
っ

て
採
用
す
る
方
が
適
切
で
あ
る
と
判
断

し
て
お
り
、
採
用
試
験
を
行
い
、
公
平

な
採
点
に
よ
り
採
用
を
決
定
す
る
制
度

を
取
り
入
れ
て
い
る
。

廃
止
の
考
え
ナ
シ

ー

助

投

制

度

1

一献質問

小
川
議
員
:
・
助
役
制
度
を
廃
止
し
て

よ
い
行
政
成
績
を
上
げ
て
い
る
自
治
体

が
あ
る
が
、
当
町
で
も
こ
の
こ
と
に
取

り
組
ん
で
み
る
考
え
は
な
い
か
。

二
宮
町
長
:
・
助
役
は
市
町
村
長
に
次

ぐ
重
要
な
職
で
あ
り
、
現
在
の
自
治
体

の
形
態
か
ら
は
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
機
関

と
考
え
て
お
り
、
と
く
に
当
町
の
場
合

は
大
き
な
開
発
事
業
の
計
画
も
あ
る
の

で
、
現
在
の
と
こ
ろ
廃
止
す
る
考
え
は

な
い
。小
川
議
員
(
再
質
問
)
・
:
自
治
体
の

体
質
改
善
に
つ
い
て
ま
と
め
た
「
都
市

経
営
の
現
状
と
課
題
」
と
い
う
書
物
が

出
て
い
る
が
、
こ
う
い
っ
た
も
の
を
取

り
寄
せ
て
研
究
し
て
み
る
考
え
は
な
い

，刀

二
宮
町
長
・
:
た
い
へ
ん
積
極
的
な
提

言
だ
が
、
助
役
問
題
を
含
め
た
機
構
改

革
と
い
う
こ
と
で
検
討
し
て
ゆ
き
た
い
。

議会@

採
用
時
点
で
適
合

し
た
募
集
が
適
切

ー
町
職
員
の
採
用

1

小
川
議
員
・
:
(
従
来
の
問
題
点
を
指

摘
し
)
、
今
後
の
町
職
員
採
用
は
、
全
部

四
階
建
て
支
障
な
い

疑
問
点
は
周
知
図
る

ー
新
築
す
る
長
小
校
舎

l

小
川
議
員
・
・
・
新
築
す
る
長
浜
小
学
校

校
舎
が
四
階
建
て
と
い
う
の
は
、
生
徒

や
教
師
に
と
っ
て
は
疲
労
に
つ
な
が
り

無
理
が
出
で
く
る
の
で
は
な
い
か
。
四

階
建
て
は
県
下
で
も
一
校
だ
け
で
、
そ

れ
以
外
は
三
階
ま
で
で
あ
る
。
小
学
校

は
二
階
ま
で
、
中
学
校
は
三
階
ま
で
と

い
う
全
国
的
傾
向
の
と
き
に
、
四
階
建

て
の
欠
点
を
も
っ
と
認
識
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

土
居
教
育
長
・
:
四
階
建
て
の
小
学
校

は
県
下
で
は
現
在
二
十
五
校
あ
る
ほ
か

新
年
度
計
画
分
も
長
浜
を
含
め
数
校
計

画
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

ご
指
摘
の
無
理
が
あ
る
か
な
い
か
に

つ
い
て
は
、
長
小
と
ほ
ぼ
同
規
模
で
あ

る
松
山
市
森
松
の
浮
穴
小
学
校
を
見
学

し
て
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
で
は
、
階
段
の

上
が
り
降
り
は
む
し
ろ
足
腰
の
鍛
練
の

絶
好
の
場
で
あ
る
と
い
う
答
え
が
返
っ

て
き
た
ほ
ど
で
、
別
に
支
障
は
な
い
と

確
信
し
て
い
る
。

小
川
議
員
(
再
質
問
)

:

η

足
腰
の

鍛
練
の
場
H

と
言
う
の
は
健
康
な
者
だ

け
を
対
象
と
し
た
考
え
で
あ
り
、
足
腰

の
弱
い
人
、
そ
の
日
健
康
状
態
の
悪
い

と
い
っ
た
人
の
こ
と
も
含
め
た
考
え
で

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
う
。
一
日
に

階
段
を
上
り
下
り
す
る
回
数
な
ど
の
説

明
も
な
か
っ
た
が
、
疑
問
を
も
っ
て
い

る
人
が
納
得
が
ゆ
く
よ
う
な
説
明
文
書

を
、
せ
め
て
校
区
内
へ
配
付
す
る
考
え

は
な
い
か
。

土
居
教
育
長
:
・
P
T
A
か
ら
も
分
か

り
ゃ
す
く
P
R
す
る
よ
う
に
、
ま
た
、

教
育
委
員
会
と
し
て
は
広
報
紙
な
ど
を

通
し
て
、
不
安
を
起
こ
さ
れ
な
い
よ
う

周
知
の
徹
底
を
図
っ
て
ゆ
く
。

健
全
財
政
保
ち
つ
つ

最
大
限
の
効
率
を

共

事

業

1

堤
議
員
:
・
政
府
は
五
十
一
年
度
に
公

共
事
業
の
推
進
に
よ
る
経
済
の
回
復
を

図
っ
た
も
の
の
、
長
浜
の
よ
う
な
へ
き
地

自
治
体
で
は
一
、
二
年
目
に
は
予
算
の

受
け
入
れ
が
で
き
ず
、
二
、
三
年
目
に

し
て
や
っ
と
態
勢
が
整
っ
た
こ
ろ
に
は

残
存
期
間
が
な
く
な
っ
て
い
る
の
が
現

状
で
あ
り
、
思
い
切
っ
た
予
算
処
置
を

と
っ
て
遅
れ
を
取
り
も
ど
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
う
が
、
今
後
ど
の
程
度

の
補
正
を
考
え
て
い
る
か
。
こ
の
よ
う

な
政
府
と
受
け
入
れ
側
で
あ
る
地
方
自

治
体
と
の
ズ
レ
を
ど
う
調
整
し
て
ゆ
く

の
か
。二
宮
町
長
・
:
借
金
を
し
て
も
:
・
と
い

う
こ
と
だ
が
、
起
債
と
い
う
も
の
は
県

の
認
可
が
必
要
で
あ
り
限
度
が
あ
る
の

公

で
無
制
限
な
借
金
を
す
る
わ
け
に
は
い

か
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
健
全
財
政
を

堅
持
し
つ
つ
最
大
限
に
効
率
を
上
げ
る

よ
う
取
り
組
ん
で
ゆ
き
た
い
。

建
設
事
業
費
は
約
一
億
五
千
万
円
を

補
正
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

国
の
財
政
措
置
と
相
ま
っ
て
、
地
方

財
政
計
画
で
も
公
共
事
業
の
受
け
入
れ

財
源
措
置
は
な
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の

よ
う
な
政
府
の
施
策
が
必
ず
し
も
す
べ

て
平
等
に
末
端
の
市
町
村
に
ま
で
お
よ

ん
で
は
い
な
い
の
が
実
態
で
あ
る
の
で
、

で
き
る
限
り
財
政
健
全
化
の
努
力
を
払

い
な
が
ら
、
国
の
施
策
に
沿
っ
て
ズ
レ

の
生
じ
な
い
町
行
政
を
推
進
し
て
ゆ
き

た
い
。公
共
事
業
費
増
額
と

経
常
費
節
減
で
対
処

ー
長
小
建
設
の
影
響

1

堤
議
員
・
・
・
長
浜
小
学
校
建
設
費
が
他

の
予
算
、
と
く
に
他
の
公
共
事
業
に
与

え
る
影
響
を
う
か
が
い
た
い
。

二
宮
町
長
:
・
新
年
度
の
建
設
事
業
は

当
初
予
算
の
比
較
で
二
四
・
六
%
増
と
な

っ
て
わ
り
、
長
小
建
設
費
を
除
い
て
も

前
年
度
当
初
予
算
に
近
い
額
を
計
上
し

て
い
る
。
し
か
し
、
長
小
建
設
に
(
新

年
度
は
)
二
億
数
千
万
円
の
一
般
財
源

を
必
要
と
す
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
全
く

影
響
が
な
い
と
は
舌

経
費
の
節
減
に
努
め
、
他
の
事
業
に
そ

の
し
わ
寄
せ
が
大
き
く
お
よ
ば
な
い
よ

う
、
ま
た
、
住
民
に
迷
惑
を
か
け
な
い

よ
う
心
が
け
て
ゆ
き
た
い
。

な
お
、
こ
の
事
業
は
五
十
五
年
度
に

も
お
よ
ぶ
わ
け
で
、
次
年
度
の
財
政
の

見
通
し
も
ほ
ぼ
立
っ
て
い
る
の
で
、
さ

ら
に
西
国
代
議
士
の
力
添
え
も
得
て
、

心
配
さ
れ
る
事
態
に
至
ら
な
い
よ
う
努

力
し
た
い
。

知
@
徳
・
体
豊
か
に

思
い
や
り
、
実
践
力

も
重
点

1
長
浜
町
が
求
め
る
人
間
像

1

堤
議
員
:
・
(
進
学
の
目
的
は
七
O
%

が
就
職
の
手
段
と
言
わ
れ
る
こ
と
、
三

崎
町
の
二
名
津
中
学
生
の
放
火
事
件
に

見
る
教
育
環
境
の
問
題
点
、
道
徳
教
育

の
欠
如
ー
な
ど
の
点
を
指
摘
し
)
、
長
浜

町
が
求
め
る
人
間
像
a

つ
く
り
の
教
育
基

本
方
針
に
の
っ
と
っ
た
教
育
が
な
さ
れ

て
い
る
か
。

土
居
教
育
長
・
・
・
従
来
の
知
育
偏
重
な

教
育
の
反
省
の
上
に
立
っ
て
知
育
、
徳

育
、
体
育
三
位
一
体
の
豊
か
な
人
間
像

を
育
て
あ
げ
て
ゆ
く
こ
と
に
目
標
を
置
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の
後
も
西
国
代
議
士
の
力
添
え
に
よ
り

私
も
再
三
陳
情
を
重
ね
て
き
た
。
現
在

で
は
昭
和
五
十
五
年
度
か
ら
の
国
の
第

六
次
港
湾
整
備
計
画
に
認
定
さ
れ
る
よ

う
、
そ
の
資
料
さ
つ
く
り
と
県
に
対
す
る

要
請
を
強
力
に
続
け
で
き
て
お
り
西
田

代
議
士
、
県
知
事
お
よ
び
関
係
部
局
の

理
解
と
指
導
で
事
務
的
手
続
き
も
相
当

進
み
、
い
よ
い
よ
詰
の
段
階
で
あ
る
。

こ
の
第
六
次
計
画
に
乗
る
か
乗
ら
な
い

か
が
開
発
が
で
き
る
か
で
き
な
い
か
と

塚
木
議
員
・
:
①
新
港
湾
建
設
と
流
通
い
う
こ
と
で
あ
る
の
で
、
残
さ
れ
た
事

備
蓄
基
地
開
発
を
中
心
と
す
る
地
域
開
務
を
完
全
に
消
化
す
る
と
同
時
に
、
企
塚
木
議
員
・
:
①
ミ
カ
ン
栽
培
面
積
の

発
の
具
体
的
進
展
状
況
を
う
か
が
い
た
業
の
誘
致
と
立
地
企
業
の
業
種
の
選
択
二
割
減
反
対
策
に
町
は
ど
の
よ
う
な
指

を
今
後
は
一
段
と
テ
ン
ポ
を
進
め
な
け
導
を
す
る
か
。
ま
た
、
あ
と
地
対
策
に

②
貨
物
取
り
扱
い
の
廃
止
な
ど
国
鉄
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に
至
っ
て
お
り
、
は
ど
の
よ
う
な
行
政
指
導
方
針
を
持
つ

の
合
理
化
策
に
対
応
す
る
予
讃
線
長
浜
全
力
を
挙
げ
て
い
る
o

お
そ
ら
く
同
計
て
い
る
か
。

駅
対
策
は
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
な
手
を
画
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
と
考
え
て
い
る
o

②
減
反
協
力
者
に
対
す
る
優
遇
措
置

打
っ
て
き
た
か
o

②
国
鉄
関
係
に
つ
い
て
は
、
さ
る
一
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

ニ
宮
町
長
:
・
①
新
総
合
開
発
に
つ
い
月
八
日
に
内
山
線
建
設
の
状
況
調
査
を
、
二
宮
町
長
:
・
①
転
換
に
当
っ
て
は
、

て
は
、
昨
年
八
月
二
日
の
町
議
会
を
挙
ま
た
、
一
月
十
七
日
に
日
本
鉄
道
建
設
柑
き
つ
需
給
均
衡
に
留
意
し
な
が
ら
作

げ
て
の
知
事
棟
情
を
契
機
と
し
て
、
そ
公
団
ヘ
行
っ
て
諸
般
の
情
報
を
収
集
し
目
品
種
系
統
の
選
択
に
慎
重
を
期
し
、

題
だ
け
に
放
置
は
許
さ
れ
な
い
の
で
現
被
害
を
与
え
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

在
、
西
国
代
議
士
か
ら
強
く
園
、
県
ヘ
荷
主
に
対
し
て
の
十
分
な
注
意
と
指
導

働
き
か
け
て
頂
い
て
い
る
わ
け
で
、
何
や
責
任
あ
る
書
類
提
出
に
も
と
づ
く
許

ら
か
の
対
策
案
が
立
て
ら
れ
る
と
考
え
可
は
な
さ
れ
て
い
る
か
。

て
い
る
。
な
お
一
層
陳
情
を
く
り
返
し
二
宮
町
長
:
・
現
在
で
は
関
係
業
者
か

て
早
期
実
現
に
努
力
し
た
い
。
ら
え
い
航
の
制
限
、
港
内
で
の
海
中
投

下
の
制
約
、
港
内
で
の
事
故
発
生
時
の

義
務
責
任
ー
な
ど
を
明
確
に
し
た
誓
約

書
を
提
出
さ
せ
て
万
全
の
措
置
を
と
っ

て
い
る
。
な
お
、
現
在
の
港
湾
は
海
中

投
下
の
専
用
水
域
、
陸
揚
げ
施
設
は
皆

無
に
等
し
い
現
状
で
あ
る
の
で
、
第
六

次
港
湾
整
備
計
画
の
中
に
組
み
入
れ
て

解
決
し
た
い
考
え
で
い
る
。

ilIII盟国田園圏

い
て
進
め
て
き
て
い
る
。
と
く
に
、
道

徳
教
育
に
お
い
て
は
、
思
い
や
り
と
実

践
力
を
育
て
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
て

推
進
し
て
い
る
。
ご
指
摘
の
実
例
は
生

き
た
教
材
と
し
て
、
さ
っ
そ
く
学
校
へ

連
絡
し
て
活
用
さ
せ
て
ゆ
き
た
い
。

宮極圏直属-

第
六
次
港
湾
整
備

計
画
認
定
に
全
力

ー
地
域
開
発
の
進
展
状
況

1

一般費問臨

西
国
代
議
士
か
ら
も

国
ヘ
強
く
働
き
か
け

1
肱
川
河
口
の
し
ゅ
ん
せ
つ

1

二
宮
英
二
議
員
・
:
肱
川
河
口
の
し
ゅ

ん
せ
つ
は
、
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
た
の
に
、
ど
の
よ
う
な
理
由
で
遅
れ

て
い
る
の
か
。

二
宮
町
長
:
・
こ
の
対
策
に
は
三
億
も

の
巨
額
の
工
事
費
が
か
か
る
と
も
言
わ

れ
る
一
方
、
自
然
現
象
に
き
わ
め
で
影

響
さ
れ
や
す
い
た
い
積
と
い
う
こ
と
に
よ

り
抜
本
的
対
策
が
立
て
ら
れ
て
い
な
い

が
、
事
は
人
命
と
生
活
に
か
か
わ
る
問

四 一議会@

誓
約
書
提
出
さ
せ

万
全
図
っ
て
い
る

ー
港
湾
内
木
材
係
留
事
故
対
策

i

ニ
宮
英
二
議
員
:
-
長
浜
港
湾
内
の
木

材
係
留
は
、
地
場
産
業
の
振
興
上
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
事
情
か
ら
や
む
を
得
な
い

こ
と
と
考
え
ら
れ
る
が
、
漁
船
な
ど
へ

た
結
果
に
よ
る
と
、
内
山
線
の
開
通
は

こ
こ
三
、
四
年
以
内
に
は
な
い
見
込
み

で
あ
り
、
従
っ
て
当
分
の
問
、
貨
物
取

り
扱
い
の
廃
止
や
普
通
旅
客
便
の
削
減

な
ど
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
情
報
収

集
や
陳
情
は
今
後
も
必
要
が
あ
れ
ば
行

っ
て
ゆ
き
た
い
。

雑
柑
、
落
葉
果
樹
な
ど

へ
の
転
換
積
極
的
に

ー
ミ
カ
ン
減
反
対
策
j

適
地
適
作
の
原
則
を
堅
持
し
つ
つ
品
種

構
成
の
改
善
、
高
品
質
化
、
生
産
費
の

低
減
な
ど
に
よ
っ
て
、
柑
き
つ
農
家
経

営
の
健
全
化
を
図
る
よ
う
指
導
し
て
ゆ

き
た
い
。

現
在
農
協
で
取
り
ま
と
め
て
い
る
五

十
四
年
度
の
転
換
希
望
面
積
は
約
二
十

七
七
日
に
な
っ
て
お
り
、
お
お
む
ね
初
期

の
目
的
を
達
成
で
き
る
見
込
み
で
あ
る
。

ま
た
、
長
浜
町
農
業
振
興
三
か
年
計

画
を
作
成
し
て
、
こ
の
事
業
と
合
わ
せ

て
落
葉
果
樹
の
振
興
、
畜
産
の
振
興
な

ど
を
積
極
的
、
重
点
的
に
行
っ
て
ゆ
き

た
い
と
考
え
て
お
り
、
現
状
で
は
雑
柑
、

極
早
生
温
州
な
ど
へ
の
切
替
え
、
落
葉

果
樹
で
は
ブ
ド
ウ
約
十
か
、
キ
ウ
イ
フ

ル
ー
ツ
約
十
か
を
考
え
て
い
る
。

②
こ
の
事
業
の
重
要
性
を
考
え
、
当

町
で
も
若
干
の
助
成
を
行
い
た
い
と
考

え
、
現
在
検
討
し
て
い
る
。

引
き
延
ば
し
と
対
応

で
き
る
体
質
マ
つ
く
り
を

1
大
型
ス
ー
パ
ー
進
出
対
策

1

西
宮
議
員
・
:
当
町
へ
も
大
型
ス
ー
パ

ー
の
進
出
が
う
わ
さ
さ
れ
、
対
策
に
頭

を
痛
め
て
お
り
、
進
出
す
れ
ば
地
元
ゴ
一

百
余
庖
に
と
っ
て
は
死
活
問
題
で
あ
る
。

商
工
会
、
商
工
課
を
通
じ
情
報
の
収
集

や
指
導
な
ど
、
対
策
に
力
の
手
を
さ
し

の
べ
て
項
き
た
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

二
宮
町
長
・
:
長
浜
に
も
二
、
三
話
が

な
い
わ
け
で
は
な
く
、
遅
か
れ
早
か
れ

い
つ
か
は
進
出
し
て
く
る
と
考
え
る
の

で
、
で
き
る
限
り
こ
れ
を
引
き
延
ば
し

た
い
が
、
ぃ
、
ず
れ
進
出
し
て
く
る
こ
と

を
認
識
し
て
項
き
、

A
7
か
ら
対
策
を
立

て
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

る
一
方
、
魅
力
あ
る
商
庖
街
守
つ
く
り
の

指
導
を
行
っ
て
、
こ
れ
に
対
応
で
き
る

体
質
を
今
か
ら
作
る
こ
と
を
考
え
た
い
。

ま
た
、
町
と
し
て
も
予
算
の
裏
付
け
も

し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
新
年
度
当
初

予
算
に
も
若
干
の
事
業
費
予
算
を
付
け

て
い
る
。
分

散

化

の

計

画

大
和
、
白
滝
中
心
に

1
今
後
の
公
営
住
宅
建
設

1

商
宮
議
員
:
・
小
浦
団
地
へ
の
町
営
住

宅
建
設
は
満
配
と
な
っ
た
が
、
五
十
三

年
度
建
設
分
も
入
居
者
は
満
配
で
あ
る
。

今
後
の
見
通
し
を
く
わ
し
く
う
か
が
い

た
し二
宮
町
長
・
:
こ
の
団
地
の
建
設
は
特

定
計
画
の
認
可
を
受
け
て
い
る
た
め
、

建
設
計
画
の
変
更
が
認
め
ら
れ
る
当
初

計
画
の
二
割
減
で
あ
る
百
六
十
戸
ま
で

は
建
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
現

在
、
配
置
計
画
の
見
直
し
を
進
め
て
ゆ

く
一
方
、
若
年
層
の
流
出
を
防
ぐ
必
要

か
ら
、
大
和
、
白
滝
へ
の
分
散
を
中
心

と
す
る
公
営
住
宅
の
各
地
区
分
散
化
計

画
を
立
て
で
見
直
し
を
し
て
お
り
、
近

く
県
担
当
課
と
具
体
的
な
協
議
に
入
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

町
内
で
タ
バ
コ
を
買

っ
て
項
い
た
お
か
げ
で
、

五
十
三
年
度
は
三
千
二

百
三
十
四
万
四
千
円
の

タ
バ
コ
消
費
税
が
町
の

台
所
に
入
り
ま
し

た。
こ
れ
か
ら
も
、
タ

バ
コ
は
町
内
で
買

っ
て
く
だ
さ
い
ネ
。

連~fÆ:タぷ
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文
書
広
報
課
を
廃
止

総

務

課

二
宮
町
長
の
公
約
で
あ
る
H

活
気
あ

る
行
政
執
行
体
制
H

を
確
立
す
る
た
め

の
一
環
と
し
て
①
行
政
組
織
機
能
の
力

を
最
大
限
に
結
集
し
発
揮
し
て
ゆ
く
②

厳
し
い
財
政
事
情
を
考
慮
し
、
事
務
部 へ

門
の
職
員
は
最
少
限

に
と
ど
め
、
地
域
住

民
の
サ
ー
ビ
ス
部
門

に
一
人
で
も
多
く
の

職
員
を
配
置
し
、
福

祉
の
充
実
向
上
に
努
め
る
ー
な
ど
の
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
四
月
一
日
か
ら

文
書
広
報
課
を
廃
止
し
総
務
課
に
統
合

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

統

合

低
所
得
世
帯
は
軽
減

国

保

税

低
所
得
世
帯
の
国
民
健
康
保
険
税
は

毎
年
、
課
税
の
際
、
平
等
割
と
均
等
割

に
つ
い
て
は
減
額
処
置
を
講
じ
て
い
ま

す
が
、
五
十
四
年
度
分
は
次
の
通
り
軽

減
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

年
間
所
得
が
「
二
十
万
円
」
以

下
の
世
帯
の
場
合

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
に

層重量密週111 " 

上

回

重

喜

氏

長
浜
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
・
門
田
豊
市
氏
(
長
浜
)
は
、
こ
の

三
月
三
十
一
日
で
同
委
員
の
任
期
が
満

了
の
た
め
、
町
長
は
後
任
委
員
に
長
浜

二
十
区
の
上
田

重
喜
さ
ん
(
五

一
)
1写
真
ー

を
選
任
、
議
会

の
同
意
を
求
め

。
被
保
険
者
均
等
割
額

1
被
保
険
者
一

た
結
果
、
万
場
一
致
で
同
意
さ
れ
新
し
九
・
柴
)
は
、
こ
の
四
月
十
五
日
で
同

い
委
員
に
決
ま
り
ま
し
た
。
委
員
の
任
期
が
満
了
の
た
め
、
町
長
は

同
委
員
は
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
後
任
に
両
氏
を
再
選
任
、
議
会
の
同
意

登
録
さ
れ
た
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
不
服
を
求
め
た
結
果
、
万
場
一
致
で
同
意
さ

や
異
議
の
申
し
立
て
が
あ
っ
た
も
の
に
れ
再
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

つ
い
て
審
査
し
決
定
す
る
の
が
任
務
。
同
委
員
は
、
市
町
村
長
が
推
せ
ん
し

任
期
三
一
年
。
定
数
三
人
。
法
務
大
臣
が
委
嘱
す
る
も
の
で
、
私
た

ち
の
人
権
が
侵
さ
れ
な
い
よ
う
監
視
し

た
り
、
人
権
を
侵
さ
れ
た
人
に
は
相
談

相
手
に
な
っ
て
救
済
し
た
り
、
ま
た
、

人
々
の
間
に
正
し
い
人
権
思
想
が
ゆ
き

わ
た
る
よ
う
努
め
る
ー
な
ど
が
任
務
。

任
期
は
三
年
。

。
被
保
険
者
均
等
割
額

1
被
保
険
者
一

人
に
つ
き
三
千
九
百
円
軽
減
し
て
い

た
も
の
を
五
千
四
百
円
軽
減
に
。

。
世
帯
別
平
等
割
額
l
一
世
帯
に
つ
き

六
千
円
軽
減
し
て
い
た
も
の
を
九
千

円
軽
減
に
。

年
間
所
得
が
「
二
十
万
円
」
に

「
被
保
険
者
一
人
に
つ
き
十
六

万
円
し
を
加
え
た
範
囲
内
所
得

の
世
帯
の
場
合

人
権
擁
護
委
員
に

平
田
、
土
居
氏
を
再
選

長
浜
町
人
権
擁
護
委
員
・
平
田
三
盛

氏
(
六
四
・
出
海
)
と
土
居
孝
章
氏
(
五

人
に
つ
き
二
千
六
百
円
軽
減
し
て
い

た
も
の
を
三
千
六
百
円
軽
減
に
。

。
世
帯
別
平
等
割
額

1
一
世
帯
に
つ
い

て
四
千
円
軽
減
し
て
い
た
も
の
を
六

千
円
軽
減
に
。

長
浜
町
上
水
道
事

業
給
水
条
例
の
一
部

が
改
正
さ
れ
、
水
道

使
用
量
と
料
金
の
関

係
が
改
め
ら
れ
ま
し

た。
そ
れ
に
よ
る
と
専

用
栓
、
連
用
栓
、
共

用
栓
と
も
、
こ
れ
ま

で
基
本
水
量
は
八
立

方
れ
と
定
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
が
、
こ
れ

が
十
立
方
げ
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
基
本
水
量
を
超
過
す
る

分
の
使
用
料
金
が
改
め
ら
れ
、
こ
れ
ま

で
「
九
立
方

M
以
上
一
立
方
け
れ
に
つ
き

五
十
五
円
」
だ
っ
た
も
の
が
「
十
一
立

方
灯
以
上
に
つ
き
六
十
五
円
L

に
改
め

関輔謹覇覇盟
水道使用量と料金の関係改める

ら
れ
ま
し
た
。

特
別
栓
に
つ
い
て
は
、
船
舶
用
は
「
一

立
方
M
に
つ
き
六
十
五
円
L

だ
っ
た
も

の
が
「
七
十
五
円
L

に
、
臨
時
用
は
基

本
料
金
は
専
用
栓
と
同
じ
で
、
超
過
分

に
つ
い
て
は
「
九
立
方
灯
以
上
一
立
方

灯
に
つ
き
七
十
円
L

だ
っ
た
も
の
が
「
十

一
立
方

μ
以
上
一
立
方
灯
に
つ
き
八
十

円
L

に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

小
浦
団
地
を
分
離

四
区
で
独
立

住
宅
が
完
成
す
る
年
ご
と
に
世
帯
と

人
口
が
増
大
し
て
ゆ
き
、
一
つ
の
区
で

約
二
百
世
帯
と
い
う
町
内
最
大
の
マ
ン

モ
ス
区
と
し
て
区
運
営
に
種
々
の
問
題

点
が
訴
え
ら
れ
て
い
た
五
一
区
(
小
浦
)

の
事
情
を
解
消
す
る
た
め
、
こ
の
四
月

一
日
か
ら
公
営
住
宅
地
域
分
を
同
区
か

ら
分
離
し
、
「
一
五
二
区
し
と
し
て
独

立
区
に
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
た

だ
し
、
こ
の
分
離
に
よ
っ
て
も
一
五
二

区
は
百
三
十
回
世
帯
と
い
う
町
内
最
大

世
帯
の
座
は
ゆ
る
が
ず
、
区
長
の
皆
さ

ん
の
協
力
で
健
全
な
運
営
が
な
さ
れ
る

よ
う
望
ま
れ
ま
す
。

分
館
を
改
め

「
沖
浦
公
民
館
L

「
長
浜
公
民
館
沖
浦
分
館
し
は
、
沖

浦
地
区
の
世
帯
、
人
口
の
規
模
増
大
に

よ
り
「
沖
浦
公
民
館
し
と
改
め
、
独
立

館
と
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

議
員
報
酬
、
三
役
・
教

育
長
給
与
を
改
正

昨
年
の
四
月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
改
正

さ
れ
た
一
般
町
職
員
給
与
と
の
不
均
衡

を
是
正
す
る
た
め
「
長
浜
町
議
会
議
員

等
の
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当

支
給
に
関
す
る
条
例
L

「
長
浜
町
長
、

助
役
、
収
入
役
給
与
条
例
」
の
一
部
を

そ
れ
ぞ
れ
改
正
、
こ
と
し
四
月
一
日
か

ら
報
酬
や
給
与
月
額
を
次
の
通
り
改
め

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
改
正
に
当
っ
て
は
、
さ

る
二
月
五
日
に
特
別
職
報
酬
等
審
議
会

の
審
議
を
経
て
お
り
、
同
審
議
会
の
答

申
に
基
づ
い
た
改
正
と
な
っ
て
い
ま
す
。

(
)
内
は
改
正
前
の
額
。

{
町
議
会
議
員
報
酬
月
額
}

議
長

1
十
四
万
円
(
十
三
万
円
)

副
議
長

1
十
二
万
円
(
十
一
万
円
)

議
員

l
十
一
万
円
(
十
万
円
)

{
町
三
役
}

町
長

1
四
十
四
万
円
(
四
十
二
万
円
)

助
役

1
三
十
六
万
円
(
三
十
四
万
円
)

収
入
役

1
三
十
三
万
五
千
円

(
三
十
二
万
円
)

ま
た
、
同
ビ
理
由
に
よ
り
「
長
浜
町

教
育
長
給
与
条
例
」
の
一
部
も
改
正
さ

れ
、
教
育
長
の
給
与
月
額
が
次
の
通
り

改
め
ら
れ
ま
し
た
。

{
教
育
長

]
1一
一
一
十
一
万
二
千
円

(
三
十
万
円
)

特
別
職
、
教
委
、
農
委

の
報
酬
額
も
改
正

常
勤
特
別
職
や
他
町
村
同
職
と
の
均

衡
な
ど
を
保
つ
た
め
、
長
浜
町
特
別
職

職
員
、
長
浜
町
教
育
委
員
会
委
員
、
長

浜
町
農
業
委
員
会
委
員
の
「
報
酬
及
び

費
用
弁
償
条
例
L

の
一
部
を
そ
れ
ぞ
れ

改
正
、
こ
と
し
四
月
一
日
か
ら
報
酬
お

よ
び
費
用
弁
償
額
を
次
の
通
り
改
め
る
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こ

と

に

な

り

ま

し

た

〉

(

千

円

(

十

六

万

円

)

勤

務

一

臼

に

つ

き

六

千

四

百

円

以

内

(

六

{

農

業

委

員

会

委

員

報

酬

年

額

}

会

前

の

額

。

{

選

挙

管

理

委

員

会

委

員

報

酬

年

額

}

千

円

以

内

)

長

H
H
十
三
万
五
千
円
(
十
一
二
万
円
)
会

【
監
査
委
員
報
酬
年
額
}
議
員
か
ら
委
員
長

1
一
二
万
一
千
円
(
一
二
万
円
)
委
{
教
育
委
員
会
委
員
報
酬
年
額
}
委
長
代
理
(
新
設

)
1
十
一
一
万
四
千
円

選
任
さ
れ
た
委
員

l
十
三
万
五
千
円
(
十
員
H
H
二
万
六
千
円
(
二
万
五
千
円
)
員
長

1
十
七
万
五
千
円
(
十
七
万
円
)
(
無
)
委
員

1
十
一
万
一
二
千
円
(
十
一

三
万
円
)
知
識
経
験
委
員

1
卜
六
万
五
{
固
定
資
産
討
価
審
査
委
員
会
委
員
}
委
員
l
十
五
万
五
千
円
(
十
五
万
円
)
万
円
)

争
φ
主
τ令
λγ

ニ--rA
争点す雪一
T

・
4
V

モニ
?φ
企守↑一ニ一
7

・
A
守一一一・
4
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e
A
Y
一一三一一
φ
争
Z
三
一
尋
争
雪
亨
@
争
ニ
一
一
=
+
晶
V

H

一
寓
町
政
に
育
所
は

ι的な
も
の
と
し
て
行
っ
た
必

γ
裁
選
輔
長
面
劃
品
目
大
和
(
出
海
)
木
ノ
本
律
壬
マ
豊
茂
(
大

サ

一

喝

な

っ

て

初

め

て

も

の

て

す

議

γ
?
W選
謀

同

同

回

型

西

山

み

ち

子

一

日

埼

一

誌

の

町

職

員

の

人

異

動

職

員

は

課

長

級

が

七

人

、

保

育

齢

戸

二

議

饗

{

所

長

級

}

増

間

助

役

が

辞

任

l

i
一
人
一
事
異
動
を
同
月
所
長
一
紘
一
人
、
主
任
保
母
級
二
人
、
保

/
j繍
仁
ぺ
J
d蟻
瞳
川
櫛
生
(
豊
茂
)

」
A
A

支

長

↑

所

一

色

丹

会

ぷ

弘

樹

瞳

h
d

兵
頭
諜
長
が
退
職

長一

E
一
首
一
一
円
付
け
で
行
母
級
九
人
で
次
の
通
り
o

J

h

m

u

じ
絞
警
護
遡
圏
J

大
藤
恭
子
マ

課

院

長

一

い

ま

し

た

。

(

)

内

は

前

任

。

O
は
昇
任
幽
昇
倍
警
官
出
(
白
滝

)
0
4出
向
房
子
【
主
任
保
総
務
課
長
で
あ
っ
た
兵
原
信
男
氏
と

生

総

一

劃

一

た

だ

し

、

こ

母

墾

白

滝

(

沖

浦

)

永

尾

弘

子

マ

沖

櫛

生

保

育

所

長

で

あ

っ

た

西

山

逸

子

氏

V

訂

一

課

一

の

た

び

の

異

動

浦

(

長

浜

)
O西
田
清
子
{
保
母
級
}
は
、
定
年
に
よ
り
き
る
三
月
二
十
↓
日

ノ

宇

は

、

助

役

の

辞

長

浜

(

出

海

)

欧

春

み

ね

f
マ
白
滝
(
沖
付
け
で
退
職
、
ま
た
、
助
役
で
あ
っ
た

任

と

総

務

課

長

の

退

職

に

と

も

な

い

後
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)

水

沼
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マ

沖

浦

(

白

滝

)

作

物

増

田

晴

烹

氏

は

健

康

上

な

ど

の

理

由

に

任
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は

課

長
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と
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(

長
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土
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問

問

レ
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よ
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(

櫛

よ
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四

月

五

日

付

け

で

同

職

を

辞

任

し

級

だ

け

を

、

ま

た

、

現

場

職

で

あ

る

保

生

)

鈴

木

朝

子

マ

櫛

生

(

大

和

)

鈴

木

ま

し

た
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佳
代
子
マ
出
海
(
沖
浦
)
白
石
王
子
マ

内
は
改
正

〔
門
出

阻耳嗣おしらせ困

{
謀
長
級
一
総
務
課
長
(
住
民
課
長
)

森
議
マ
総
務
課
主
幹
(
会
計
室
長
)
友

沢
敏
マ
税
務
課
長
(
衛
生
課
長
)
池
上

昭
夫
マ
住
民
課
長
(
農
林
水
産
課
長
)

酒
井
義
馬
マ
衛

生
課
長
(
同
課

長
補
佐

)
O小

川
平
マ
農
林
水

序
課
長
(
文
音

広
報
課
長
)
久

保
弘
マ
会
計
室

長
(
税
務
課
長
)

上
川
万
敏

2
階

事

務

室

1
階

事

務

ま

農

休

小

産

課

静役場斥舎改惨状況とこれにともなう課(室jの新摂理里図司
~訂正分

建
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又

認

商一一一

工

開

発

課

簡工開発課は

2轄でそのまま
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総

衛

生

課
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謀

に
気
を
つ
け
よ
う

予
防
法
協
同
実
行
で
き
ま
す
か

き
わ
や
か
な
初
夏
の
訪
れ
と
と
も
に
、

心
も
服
装
も
開
放
的
に
な
っ
て
い
ま
す
。

痴
漢
や
性
犯
罪
が
起
こ
り
ゃ
す
い
の
も

事務所位置変更を訂正

本
紙
前
川
口
巧
で
紹
介
し
ま
し
た
役

場
庁
舎
一
部
改
修
に
と
も
な
う
課
(
室
)

の
新
配
置
は
、
そ
の
後
の
改
修
計
画
の

変
更
む
よ
び
職
員
構
成
の
変
更
な
ど
に

よ
り
訂
正
、
商
工
開
発
課
は
二
潜
の
こ

れ
ま
で
通
り
の
位
置
で
、
ま
た
、
一
一
階

の
一
部
の
廊
下
を
事
務
室
に
当
て
る
な

ど
し
、
上
図
の
通
り
の
配
賓
と
な
り
ま

し
た
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

こ
の
季
節
で
す
。
第
二
の
女
子
高
生
、

サ
ツ
キ
ち
ゃ
ん
殺
害
事
件
を
防
ぐ
た
め
、

被
害
者
と
な
ら
な
い
た
め
に
、
次
の
こ

と
を
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

。
派
手
な
服
装
を
さ
け
、
身
だ
し
な
み

を
き
ち
ん
と
す
る
。

。
遠
回
り
で
も
明
る
く
人
通
り
の
多
い

川
f
引
i
i
恥
む
引
]

故
・
浅
田
五
郎
士
一
さ
ん
(
長
浜
三
十

仁
区
)
は
、
生
前
中
約
四
卜
五
年
間
に

与
主

L 

， 
宅

2忌

宅

t ， 

~ 3重点かかげ

と春の交通安全運動

1 l5月11日一通亘づ
ぞ① 歩行者、臼転車利用者、子ども、

j おとしよりの事故防止
i⑦ 自動および原付2輪車の事故防止
き③ 安全運転とシートベルトの着用の

: 推進

道
を
通
る
。

O
さ
み
し
い
道
を
利
用
し
た
り
、
夜
遅

く
な
る
と
き
は
、
家
族
に
迎
え
に
き

て
も
ら
う
。

。
決
ま
つ
な
時
間
、
き
ま
っ
た
道
を
利

用
し
て
帰
る
よ
う
に
し
、
も
し
変
更

す
る
と
き
は
、
必
ず
家
へ
連
絡
す
る
0

0
見
畑
ら
ぬ
男
の
人
に
話
し
か
け
ら
れ

た
と
き
は
、
適
当
な
と
き
に
話
を
そ

ら
し
て
深
入
り
を
し
な
い
。

。
道
案
内
を
頼
ま
れ
た
と
き
は
、
そ
の

場
で
教
え
、
そ
の
人
と
い
っ
し
ょ
に

行
く
こ
と
は
や
め
る
。

。
変
な
人
に
つ
け
ら
れ
た
り
、
被
害
を

受
け
そ
う
に
な
っ
た
と
き
は
、
一
一

O
番
ブ
ザ
ー
を
活
用
し
た
り
、
近
く

の
家
や
通
行
人
に
助
け
を
求
め
る
。

わ
た
り
郵
便
事
業
ひ
と
す
ピ
に
務
め
、

郵
便
事
業
に
多
大
な
功
績
が
あ
つ
な
こ

と
に
よ
り
、
こ
の
ほ
ど
勲
六
等
瑞
宝
章

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
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i寄付

海
保
育
所
へ
。

O
豊
茂
の
一
宮
伸
昂
さ
ん
(
六
四
)
;
・

掛
時
計
一
個
を
豊
茂
保
育
所
へ
。

O
出
海
中
学
校
創
立
三
十
周
年
記
念
事

業
実
行
委
員
会
・
:
フ
f

ツ
ク
ス
一
台
、

ラ
ジ
オ
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ

ー
一
台
を
出
海
中
学
校
へ
。

。
白
滝
小
学
校
P
T
A
-
-
-
児
童
図
書
、

木
琴
、
児
童
会
告
知
板
、
短
冊
黒
板
、

真
砂
土
な
ど
を
白
滝
小
学
校
へ
。

。
沖
浦
保
育
所
五
十
二
一
年
度
卒
園
児
一

同
:
・
植
木
-
一
本
を
沖
浦
保
育
所
へ
。

O
沖
浦
保
育
所
五
十
三
年
度
母
の
会
:
-

オ
ル
ガ
ン
一
台
を
沖
浦
保
育
所
へ
。

O
長
浜
十
四
区
の
昧
村
哲
さ
ん
(
五
七
)

:
・
書
庫
四
本
を
中
央
公
民
館
へ
。

品一四血一地叫一一一昌広報ながは重血一一叫叫

。
豊
茂
保
育
所
五
十
三
年
度
卒
園
児
父
同
保
育
所
五
十
三
年
度
卒
園
児
一
同

兄
一
同
・
:
ス
ラ
イ
ド
三
本
を
豊
茂
保
:
・
ス
チ
ー
ル
製
折
り
た
た
み
イ
ス
十

育

所

へ

。

五

本

を

長

浜

保

育

所

へ

。

O
豊
茂
保
育
所
ム
十
二
年
度
父
母
の
会

O
大
和
小
学
校
五
十
三
年
度
乍
業
生
一

・
:
折
り
た
た
み
沌
わ
り
長
机
岡
本
立
同
・
:
掛
時
計
一
個
を
大
和
小
学
校
ヘ
リ

豊
茂
保
育
所
ヘ
。

O
長
浜
二
士
二
区
の
藤
測
欣
也
さ
ん
(
五

O
櫛
生
保
育
所
五
ト
一
年
度
卒
岡
山
ん
保
九
)
:
・
掛
時
計
二
個
、
凶
辛
口
J

一
十
冊

護
者
一
一
叩
:
児
童
用
雨
ガ
サ
-
-
卜
本
を
大
和
小
学
校
へ
。

を
櫛
竺
保
育
所
へ
。

O
下
須
戒
の
宮
本
定
義
さ
人
(
四
六
)

。
長
浜
保
育
所
五
十
三
年
度
母
の
会
・

i
図
書
二
十
四
冊
を
大
和
小
学
校
へ
。

幸
町
1
4
m
副作十
14
正γ
悼
式
パ
+
'
+
盗
品
業
業
業
V
T
d
4
1十
干
1417
公子
P
T
Z
+
+白糸
4
γ
+
チ止
1
4
+、チ半
r
千
記
ハ
筆
一

3
月
長
浜
町
役
場
一
脳
出
分
(
敬
称
略
)

¥

A

7

坊

宮

田

重

伸

(

二

九

)

土
ロ
氏
旧
総
綴
鱗
鰻
議
機
畿
運
組
鴻
対
外
/
大
洲
市
保
積
節
子
(
三

O
)

£
小
占
民
臨
綴
繍
綴
織
識
字
1
3
甑繁一
t
-

一

一

一

イ

ヨ

パ

ソ

九

一

ト

一

一

1
1
1磯
瀦
毅
一
山

γ¥二口%にえに
M
J
Y
A
一

ヘ

柴

高

岡

栄

二

(

二

四

)

〉

総
4
4齢
膝
藤
三
人
一
ム
ム
/
松
山
市
大
原
美
智
子
(
二
四
)

れ
今
/
日
江
主
機
織
鱒
輔
掴
園
睡
眠
鵬
臨
鵬
ヘ
下
須
戒
今
井
康
雄
(
二
六
)

d
Z援
護

事

議

事

選

/

長

浜

上

川

葱

(

二

四

)

』
'
J凡
百

「

ト

y~:比三
Y
4
N
V
Y
謡
議
融
関
ら
¥
よ
九
γγ
九千r
ムゾ

勿

U
X
一〆一、八一一川
γ
Jヂ
ミ
:
一
竹
札
γ

ヘ

沖

浦

竹

内

福

美

(

間

三

{

ム
f

月
で
/
ソ
は
t

見

/

柴

山

下

利

子

二

一

一

二

)

雌
田
武
志
博
千
戸
一
j

パ

ω
力
/
〆
?
ノ
ル

住

所

ヘ

豊

茂

/

大

哲

ヘ

長

浜

/

豊

茂

(
J茂
ヘ

長

浜

/

櫛

生

氏

名

婚

姻

扇

時

年

齢

藤

田

武

志

久

井

樽

子

清
ル
小
准
二

山

口

早

苗

福

本

定

贋

村
上
美
智
子

宝二
生宮
よ
し
子健

(-一ヒ)

(=一
O
)

(
二
八
)

二
一
八
)

(一一一一)

(一一一一一)

(
二
五
)

お
誕
生
お
め
?
と

3
R届
出
分
(
敬
称
略
)

住

所

保

護

者

氏

名

続

柄

児

名

長

浜

安

島

昭

俊

長

男

正

志

沖

浦

大

本

昭

袴

長

男

和

憲

上

老

松

東

秀

行

二

女

里

美

沖

浦

宵

脇

初

雄

長

男

良

三一一
mm昆
曹

三

-2-emu-
ニ一一一一一一区留守一
=
z
Z陰
V
土

=
-
Z
Z鴨
w
t

主
主
z
z
=
'
v
a
-
-一-一三一
-
V
a
a
-
-一三
z
-
e
a吻
5
ニ一一
-
a
a
a
z
-
-
T
a
a圃
E
g
-
Z
T
-
a
a
E
E吉
守
・
-
.
，
‘
z
-
-
-
Z
E
g島
E'

メテ 長臼棺1長
柴 紫
土方 iS" i竜汗二 t兵

高小松鎌石熊清
岡西石田内野本

利勝義義憲
久歳入充道目白 f呆

長
女
同
女
長
男
長
男
長
女
二
男
長
男

お
く
や
み

仁出須長出櫛;中出櫛長住

3
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

所

氏

名

死

亡

時

年

齢

浜
金
津
マ
サ
ヨ
(
八
六
)

生
次
家
ア
ヅ
サ
(
八
七
)

海

前

賢

峯

子

(

七

九

)

浦

武

知

政

治

(

四

九

)

生

吉

田

弓

夫

(

七

五

)

海

上

浦

フ

ミ

ヲ

(

八

O
)

浜

田

湖

助

市

(

四

九

)

沢

水

口

光

男

(

七

六

)

海

坪

田

豊

(

二

三

)

久

宮

川

才

治

(

七

二

)

一
日
の
は
じ
ま
り
は

f
の
い
さ
つ
ω

か
ら

三一
a
z官

-a---，
勘

V
-
z
τ
z
e
e
-
z
z
z
z島
留
守

E
-
Z
Z
E
e
-

力もないのに自分には大きな

カがあるとうぬぼれて出しやは

る人間ほど鼻つまみでみっとも

ないものはないが、逆にせっか

くすぐれた能力を持ちながら自

分は取り柄のない人間だと卑下

し物おじしで張り気をlれそうと

しないのもいただけない 人み

なそれぞれにね二ち昧があり力の

持ち分があるのだ、から自分で自

分を正しく認識し正しく評倒し

て努力をするのが品も好ましい

傘ところで長浜町μついても同

じことが考えられはしないか。

長t兵はつまらない田Iだという人
もある。長浜にはすばらしいも

のがたくさんあると考える人も

ある。どこが良いところでどこ

が悪いところか分っておれば文

句はないのだが、人間の個人の

場合と同じことでそこのところ

を適確にっかむのは非常にむつ

かしいム山川草本若葉の季節で

野山は 斉に新緑の芽をふき、

まことに和J魚下ーでさわやかなこと
この上もない。 大イ本本ミ三;も;潅左木 (か

ん一) モもJ円陰の小草やJ芥1与i(こ lけt)
さえも生ある草木lは主ト一

生命力の芽をふいていく。まこ

とに自然、まことに正直、うら

やましい限りであるA 長浜町も

今や正に新しい総合開発計画の

新芽をふく季節。持てる能力を

フルに発揮して目も鮮やかな新

緑の精気を充溢(ーいっ)させ

ようではないか。
祥 和洋勝華良
智賢美一也校校

編

集

後

記

本
号
は
例
年
の
通
り
、
明
け
た
新
年

度
の
行
政
の
あ
り
方
を
こ
紹
介
し
ま
し

た
が
、
編
集
作
業
が
年
度
末
期
の
あ
わ

た
だ
し
さ
に
あ
っ
て
、
新
し
い
企
画
を

試
み
る
い
と
ま
が
得
れ
ず
、
例
年
と
同

ビ
パ
タ
ー
ン
の
紙
面
と
な
っ
で
し
ま
い

ま
し
た
。
文
字
が
ド
ッ
サ
リ
で
、
今
年

も
は
た
し
て
手
に
取
っ
て
項
け
る
か
と

心
配
で
す
。
が
、
と
も
か
く
内
容
は
ぜ

ひ
知
っ
て
お
い
て
項
き
た
い
も
の
ば
か

り
で
す
の
で
、
が
ん
ば
っ
て
ご
一
読
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
に
:
・
。

次
川
庁
か
ら
は
ま
た
、
町
内
の
皆
さ
ん

に
一
人
で
も
多
く
紙
上
に
ご
参
加
頂
い

て
、
楽
し
く
見
て
項
け
る
よ
う
ガ
ン
バ

リ
ま
す
。
こ
こ
ち
よ
い
一
な
け
風
、
若
葉

薫
る
季
節
。
あ
な
た
の
フ
レ
ツ
、
ン
ュ
な

話
題
を
・
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

人口世帯数

楽しく住みよい町、豊かで働きがいのある町

美しい人情と文化の町をつくり、人口をふやしましょう

4月1日現在 前JJとの比較

13，175人 89人減
人 11 (男 6，30川 ( 話交霊)女 6，870人

世帯数 3，892世帯 14世帯減
」一一一

轍A


